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プレベルの感度となる T?Li>6.2×1024yrを得ている｡ この結果は､ニュー トリノのマヨラナ有効質量
の上限に換算することができ､QRPAモデルによる核行列要素を用いて､(m〝)<(0126-0･54)eV が得
られている｡
本論文は､100kg超の二重β崩壊核を使う新世代の二重β崩壊研究をいち早く実現 したもので､キセノ
ン136に対 して世界最高精度でのニュートリノを伴う二重β崩壊の半減期測定を実現したはか､世界 トッ
プレベルでのニュートリノのマヨラナ有効質量に対する上限値を与えたものであり､バックグラウンドの
包括的研究によって､将来の大幅な感度向上に対する指針を与えている｡これらの成果は､自立して研究
活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識を有することを示しており､したがって､丸藤 (寺島)亜寿
紗提出の博士論文は博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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